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ダンス同好会

合唱コンクール・文化部発表（コラニー文化ホール）

解団Ξ中庭よ店口 年）

ＴＲＹ紫映祭プＯジェクト
紫映祭の各団長 部門長による｢ＴＲＹ紫映祭｡プロジェクトのフ､タームリー

グ｣を一階昇|恩口口掲示をしました｡このプロジェクド まごりべこの団長と

部門長が学園祭前に取り組みの目禄( 征 二付けたい 能力)を決め､それが達

成てきたか(その能力が身 に付いたか)を｡ 実施後にＡＢＣの三段階で達成

度を自己評価し､次へのアクションの弾みにすることを目的としこいます。

例えば､莉聞部門では､又施前に｢ＴＲＹ－Ｋ(|ぷ力)｣ を掲丿､｢|瓦働的な箔

動に意欲的に取り絹むという協働II竺の資質｣を身に付けるための目標を立

て､冥施後には｡｢ 概ね達成でぎた( 協働性の資§ が身に付いﾌ､コ) という自

己評価をしました。

団長・部門長による
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平成30 年6 月28 日( 木)･29 日( 金)･30 日( 土)　　4j
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平成芦終よ１る,力㎞,芦 ａ々終わらない

～ 平成は終わるが 昭和は終わらない ～
第35回紫映祭には｡2000 人を超える多くの皆さんにご来校いただき、

本当にありがとうございました。

七つの団の団長を中心に､全校生徒一丸となる感動の学園祭を作り上

げることが出来ました。 く写真部生徒椚影）

三 言］ぐ（昭和町総合体育館･細原公園）

岫援今晦



ｒ =

―

・

‐

[ 資 質
゜
能 力 を 育 成 す る] 授 業 実 践　　　　

こ、j‥ 、

Ｂ(漢文)の授業を紹介します｡授業をするのは､永井利江先生です｡永井先生は､本校の卒業生で､今年の4月に赴任しました。

○ 剌 コ 回 ４ 口 の サ イ ク ル で｢ 学 び｣ を 深 化 さ せ る　　 〃
」)
ダハ
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ＩＯ 導入(咎雪目標)

本日の中耳､ぱ､名家の一文章 お之駈丿 柳宗元)で､ 木又中で虎が喜ん

ご・ 白を考える⊂いう営習目なを授業の昌 頭に椴書して提示しよし

7,二続いて､自分の考えを書き､IりEで話し合い､つつス全体ご発表し､両

磨自分に戻Ｕ老父｜ りという授業サイクルを説｡明しました。

その問いを老える 前に､該当已所の文章の読解令行いよした｡ 両読

文字の戮否方に江意しながら説明をしぼり こ。
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ｌｅ 表 現 力（記述・発表）ｌ

１＠ 思 考力（読解）｜

虎が喜んだ理日をシートに記入をしていきますJJ

囲とは相談せずに､まずは自分自良で老えこます｡実

際に徊かせることにより､目分の老えを整逞させる

ことがござま刀し口の前の生徒の学習状況を見なが

lｇ → こ
躊゙ →ijlj
国語科 永 井 利 江(ｇｙいとしえ)

ら､生徒の思考の活 生化を促す駝めによ ントを出ｊなと 生徒の活動に配慮しながら､記入

させていきます､洞折木文にも帰りな力俯 再解釈をｄ忙 より深い読みを促しよす。

ゾル‥フで娯し黙つ七結果を小Iノて卜小一ドに記入していさま双,記,入の際は，

自 庄な形式‾ご良いという柔軟性のある記述万.IIJ,を採りまし7し 申にはイラストを

記,入したり口‾るΞもあり,これは囮の中ごタメージしたここを文Ｔ化しや句くする

勣果があり舌乱

発表ごは. 和や刀ヽ尽雰囲気作りの工夫有して,能動白XIに授芙に臨心学習前歴を

白図レこい啓よしヒ ，

Ｓ

∠ ｿﾞ ｹﾞ11………ヅ… …]ﾚ ＼ｿ　ﾊﾚ= で
六
ッ＞･I,ﾚ ﾌﾟﾗ1

………　
嘩

発 表 後II乱| 本 口 の 授 業 を 座 り 返- ⊃で､ 新 し く 分 か っ た こ と､ 他 の 班 の 意 見 を 聞 い

こ 感 じ た こ と_ 騨 シ ー ト に §Ξ入L ，‾こ い きj でし た二.自 分 た ら の 班 の 猫 見 と 他 の 魁 の 屁

見 を1.ﾋ 較| ．､.‘:二;･L:I､Jごり.C:.'D.4.SII二｡Iう舶 見 を 間 い で 自 分 の 烏 見 を 愕 正 し た り す る 生 徒 乙 い ま

|.､.､.l;二､.－1 父の シ ート に､ 学 習 の 戌 突 を 学 習 履 歴 と し て 記 徨 す る こ と に よ り. 巨 ｄ 評

目 可 石 斧 力 を 養 い 淮 し た 、
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次は､4 芒1－ 班になり､先ぱと記入したシート

を 元に､グループご各日の意見を発表し合いま

り。ブルーフ ご話し合うことにより､ 池の生徒

の考えを知り､多面的な七のの見方や発想力概

養うことが出又よす､また｡埋解不足の生徒が

いたら｡ 教え合う切もありよした。
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授業の最初に7学習の目標　が提示されて､今日の授業ではどんな力を

身に付け石のか､授業内の学習ポイントがより明確に理解できました。ま

た､ 音声のみの発表ではなく、ホワイトボードを使うごとにより視覚的に他

の班の意見を分かりやすく理解することができました。
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蛯 原 真 柴 召か クヰう徊クラス副垣事 田扇中出臼丿

授業の最初に､ 前回の授業の復習をしてくれたので､ スムーズに話し合い

に入ることが出来まし方｡ 班ごとに発表すiSごとlこより、同じような内容で=も

表現 が違っていたり、全く違う意見が出たり、いろいろな考え方を知ること

が出来たので､ 発表し合うことで学びが深まると思し呟 した。
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･｣ で｢甲 昭ナイと･.1｣を 食
弟ICG=二]全国高等学校野球選手権｣』梨大会において､スタンドで全校生徒が七色(.赤青緑黄

憧佻黒)の力つノルな縦否｣り団Ｉシャツ透着て石据しまし7こ この[シッツは､6月卜司に行われ

む紫映祭こ､縦割りの団こ使用したものご､咋年度生徒総会ご｢団Ｔシャツご高咬野球を応援し

たい という要望が出さ れ､今年初めて雪の昌校野球の

応､援ご着円'りるここになり ぶした。

生徒会吊|』会長の井原太郎君 心年抑原中) は｢ 学園祭

の縦割り団| シャツを着ることにより､団や全校の 一体

感をより一層深めることが出来よしし､ 今年度｡ 野球応

援こ 初めこ着用しましたが､こ れからずっと 本校の伝

統に弓プこいっこ ぱＬいです」と 感想心語って‾くれよ

した 、
-
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